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【図 1】

現本庁舎

深谷駅通り線
（仮称）にぎわい通り

深谷市役所
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 ふかやブ
ランドの確立

 ふかやブ
ランドの確立

子育て支
援の充実

子育て支
援の充実

安全で機
能的な

安全で機
能的な
まちづくりまちづくり

商工振興課と協働推進課で同時にふかやブランドの
確立を合言葉に事業展開しています。

市民のみなさんが快適に暮らせる
深谷市を目指します。

安心して子どもを産み育てることが
できる環境づくりがすすみます。

H28.12.26　FM NACK5
「５分でわかる まるっと深谷」に出演中のふっかちゃん
H28.12.26　FM NACK5
「５分でわかる まるっと深谷」に出演中のふっかちゃん

ふかやブランド推進事業　３００万円

外部の専門家による『ふかやブランド推進戦略』の検討・策定を行い、
ふかやブランドを確立しＰＲを開始します。

中央土地区画整理事業　６億２，７６３万円

地区内の主要な道路を優先的に整備して事業の見え
る化を推進します。【図 1】

岡部公民館建設事業　４億６，０２９万円

今年度中に設計業務を完了し建設工事を開始します。

消防分署耐震化事業　８，９９１万円

消防活動の拠点を強化し、市民の安全と安心を守る
ことを目的として分署の建替えを実施します。【図 2】

シティセールス推進事業　８５８万円

平成２９年度内に（仮称）深谷市シティセールス戦略プランを策定し
ます。ラジオ番組の制作放送・シティプロモーション動画の制作を行
い、市のイメージ及び知名度の向上等をはかります。

FM NACK5 ４月３日よりパワーアップして放送開始。
毎週（月）午前１０時４０分頃から５分程度、深谷市の魅力を
伝えていきます。

《スケジュール》

川本分署

藤沢分署

岡部分署

豊里分署

運用開始

運用開始

運用開始

運用開始

年度 H29 H30 H31 H32
基本設計・実施設計

基本設計・実施設計

基本設計・実施設計

基本設計・実施設計

建設工事

建設工事

建設工事

建設工事

※関連事業として、岡部分署建設予定地である岡部給食センターの解体を進めていきます。

【図 2】

新
年
度

予
算
決
ま
る

こども医療費支給事業　５億３，８９２万円

段階的に拡充されてきたこども医療費の無料化が、さらに拡充。
１０月より、１８歳までの入通院が無料になります。

母子健康包括支援事業　１億１，７３０万円
７月から、保健センター内に子育て世代包括支援センターが開
設されます。これにより、妊婦期から子育て期まで切れ目のな
い支援が実施されます。

公立学童保育室運営事業　４億３，９７０万円
平成２８年度までに全小学校敷地内に公立学童保育室を開設。
今年度は、急増する学童保育ニーズに対応するため、さらに施
設充実を図ります。

　平成２９年度当初予算は、４５９億
５，２４９万円であり、前年度と比べ
て約２１億７，６１３万円（４．５％）
減額となりましたが、これは、防災行
政無線の更新終了、消防通信指令台入
替完了などのためです。主な施策を紹
介します。

保健センターで行う生後４カ月児
健診において、図書館が実施する
「ブックスタート事業」で絵本をプ
レゼントします。
また、１冊９００円で販売もして
います。

平成２９年深谷市議会第１回定例会
２月２２日から３月１７日まで

問い合わせ先 深谷市立図書館（０４８－５７１－８２１０）問い合わせ先 深谷市立図書館（０４８－５７１－８２１０）
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道
路
照
明
灯
電
気
料

１
３
０
０
万
円
減
額

の
理
由
は
。

電
気
料
金
の
値
下
げ

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

消
費
電
力
が
約
10
％
軽
減

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
運
営

事
業
に
つ
い
て
、
寄

附
額
の
種
別
、
人
数
、
金

額
を
知
り
た
い
。

２
月
末
現
在
の
件
数

は
１
万
45
件
、
寄
附

額
は
約
２
億
７
８
９
５
万

円
。
10
万
円
未
満
の
寄
附

が
９
５
０
１
件
で
全
体
件

数
の
95
％
を
占
め
、
50
万

円
以
上
は
１
５
０
件
で
、

寄
附
額
全
体
の
36
％
を
占

め
て
い
る
。
種
別
は
17
階

層
あ
り
、
一
番
多
く
出
て

い
る
の
が
１
万
円
の
階
層

で
７
６
２
７
件
で
あ
る
。

農
業
施
設
推
進
事
業

の
９
７
１
万
９
千
円

は
、
ネ
ギ
を
食
害
す
る
ク

ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
科
の

一
種
の
防
除
と
い
う
こ
と

で
、
ネ
ギ
残
渣
の
処
理
と

予
算
特
別
委
員
会

28
年
度
補
正
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

‒
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た‒
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推
進
事
業

自
主
財
源
比
率
50
％

と
低
い
。
今
後
の
見

通
し
は
。

前
年
比
で
若
干
改
善

し
た
の
は
、
地
方
交

付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
基

金
の
取
り
崩
し
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
、
決
し
て
楽
観
は
で
き

な
い
。
今
後
も
、
自
主
財

源
の
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定

の
ね
ら
い
は
。

郷
土
愛
の
醸
成
や
定

住
の
促
進
、
交
流
人

口
の
増
加
か
ら
移
住
を
促

す
ね
ら
い
が
あ
る
。

市
内
空
き
家
の
状
況

は
。

今
年
１
月
現
在
、
空

き
家
総
数
は
１
３
４

７
軒
で
、
そ
の
内
、
危
険

空
き
家
が
81
軒
、
や
や
危

険
空
き
家
が
１
７
４
軒
で

あ
る
。
ま
た
、
入
居
や
解

体
で
改
善
し
た
件
数
は
１

４
６
軒
で
あ
っ
た
。

自
主
防
災
組
織
設
立

に
至
っ
て
い
な
い
自

治
会
の
課
題
は
。

現
在
２
０
２
自
治
会

の
う
ち
１
３
６
団
体

QQQ

QQ

Q AA A

AA

産
業
拠
点
推
進
事
業

道
路
照
明
電
気
料

１２３４５６７８９１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

２
８

２
９

３
０

対
象
者
は
何
人
か
。

18
歳
以
下
は
約
２
万

４
０
０
０
人
、
16
〜

18
歳
は
約
４
２
０
０
人
で

あ
る
。経

費
の
増
加
は
。

年
間
で
４
５
０
０
万

円
で
あ
る
。

３
０
０
万
円
の
予
算

の
使
途
は
何
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

変
更
に
伴
い
水
害
と

地
震
及
び
立
地
条
件
等
を

踏
ま
え
て
専
門
的
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

調
査
の
期
間
は
。

検
討
中
で
あ
る
が
合

併
特
例
債
の
起
債
期

限
が
あ
る
の
で
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
進
め
て
い
き
た
い
。

交
流
人
口
の
増
を
目

標
に
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
事
業
開
始
に

向
け
て
検
討
し
て
い

る
が
、
今
の
段
階
で
は
交

流
人
口
増
の
数
値
目
標
は

定
め
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
集
計
を
し

て
い
る
市
内
施
設
の
利
用

者
数
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
と

考
え
、
こ
れ
ら
を
基
準
と

し
て
交
流
人
口
増
の
数
値

目
標
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
リ
ー
ス
事
業
で
対

応
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
ま
で
と
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
。道

路
照
明
灯
の
中
に

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
リ
ー
ス

を
し
て
い
な
い
も
の
が
含

ま
れ
る
が
、
大
き
な
効
果

と
し
て
電
気
料
金
の
縮
減

が
あ
る
。
ま
た
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
寿
命
が
長
い
こ
と
か
ら

維
持
管
理
費
の
縮
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

が
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
未
結
成
の

主
な
理
由
と
し
て
、
災
害

が
少
な
い
こ
と
で
危
険
意

識
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
や
、

自
治
会
役
員
の
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
合
意
形

成
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た

こ
と
等
挙
げ
ら
れ
る
。

対
象
年
齢
は
。

15
歳
ま
で
を
18
歳
ま

で
に
拡
大
し
た
。

支
給
の
条
件
は
。

保
護
者
の
扶
養
で
あ

る
こ
と
。

石
灰
窒
素
の
購
入
費
だ
が
、

春
ニ
ン
ジ
ン
の
防
除
は
し

な
く
て
大
丈
夫
か
。

現
在
被
害
が
出
て
い

る
ネ
ギ
に
対
し
て
、

緊
急
の
対
策
と
し
て
今
回

補
正
を
し
た
。
深
谷
の
ニ

ン
ジ
ン
生
産
農
家
に
被
害

が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
そ

の
対
応
に
つ
い
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

石
灰
窒
素
購
入
の
助

成
の
申
し
込
み
は
、

ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
か
。

２
月
16
日
現
在
、
31

名
か
ら
４
４
４
袋
の

補
助
申
請
が
あ
っ
た
と
農

協
か
ら
報
告
を
受
け
て
い

る
。

有
償
と
無
償
の
部
分

が
あ
る
理
由
は
。

旧
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、

有
償
を
原
則
と
考
え

て
い
た
が
、
改
修
に
９
億

円
程
か
か
る
見
込
み
か
ら
、

建
物
を
無
償
貸
付
け
と
し
、

改
修
は
大
学
に
お
願
い
し

た
。

約
16
億
円
の
減
額
補

正
の
理
由
は
。

進
捗
の
遅
れ
に
よ
り

年
度
内
の
執
行
が
困

難
な
た
め
。

県
か
ら
約
６
億
８
千

万
円
で
購
入
し
た
土

地
・
建
物
を
貸
付
け
て
い

る
。
深
谷
市
に
ど
れ
程
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

地
域
の
経
済
効
果
や
学
校

の
運
営
状
況
は
。

看
護
学
科
と
今
後
開

設
予
定
の
管
理
栄
養

学
科
と
合
わ
せ
る
と
約
９

億
円
の
直
接
的
効
果
が
見

込
ま
れ
、
間
接
的
効
果
が

12
億
円
と
考
え
ら
れ
る
。

経
済
波
及
効
果
が
高
く
、

市
と
し
て
は
非
常
に
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
。
経
営

状
況
に
つ
い
て
は
大
学
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
２
月
２２
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

倉
上
由
朗
委
員
長
、
五
間
く
み
子
副
委
員
長
を

選
出
し
ま
し
た
。

QQ A

A

A

QA

A

QAQQ A

QQ A

 

こ
ど
も
医
療
費

　
　
　
　 

　
支
給
事
業

3月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）
会 派 名 （ ※ ） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 彩新 深成会

可　決
可　決
不採択

議 案
議 員 名

平成２８年度　一般会計補正予算（第６号）
平成２９年度　一般会計予算
「農業者戸別所得補償制度」の復活を求める請願
※会派名は、共産党は日本共産党、彩新は彩新連合です。　※議長は可否同数のみ採決に参加します。　※○は賛成、×は反対、欠は欠席です。

審
議
結
果

⻆  

田
義
徳
○
○

×

茂
木
一
郎
○
○

×

富
田

勝
○
○

×

武
井
伸
一
○
○

×

清
水
健
一
○
○

×

柴
崎
重
雄
○
○

×

加
藤
利
江
○
○

×

吉
田
幸
太
郎
○
○

×

倉
上
由
朗
○
○

×

髙
田
博
之
○
○

×

新
井

清
○
○

×

仲
田

稔
○
○

×

五
間
く
み
子
○
○

×

三
田
部
恒
明
○
○

×

中
矢
寿
子
○
○

×

村
川
徳
浩
○
○

×

田
島
信  

𠮷
○
○

×

石
川
克
正
○
○

×

松
本
政
義
○
○

×

為
谷

剛
○
○

×

清
水

修

×
×

○

佐
久
間
奈
々

×
×

○

鈴
木
三
男

×
×

○

馬
場

茂

議
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
増
加
に
よ
る
経
費
と

ネ
ギ
食
害
に
対
す
る
防
虫
駆
除
経
費
の
増
額
等

緊
急
対
応
し
た
た
め
、
そ
の
予
算
に
つ
い
て
後

日
議
会
に
報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）

承認

　
市
で
は
学
校
法
人
青
淵
学
園
に
対
し
、
土
地

及
び
建
物
の
無
償
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
こ
の
貸
付
期
間
を
、
平
成
60
年
３
月
31
日

ま
で
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
約
20
億
円
の
減
額
補
正
で
す
。※
表
を
参
照

市
有
財
産
の
無
償
貸
付
け

期
間
に
つ
い
て

変更

Q AA

QA

QA

QA

QA

ざ
ん　

さ

防災訓練の様子

旧教育センター

事 業 内 容
花園小のトイレ改修
花園中大規模改修
岡部中・花園中給食場建設
財政調整基金積立金

９,０３５万円
２億６,５７３万円
１億７,５０４万円
４億７,２８６万円

補 正 額
主な増額補正

平成28年度一般会計補正予算（第６号）概要※

防災行政無線更新事業
ごみ収集委託事業
消防通信指令事業
道路照明電気料

２億２,４００万円
花園ＩＣ拠点整備プロジェクト １５億９,９７５万円

２億　６５０万円
１億７,２６４万円
１,３００万円

主な減額補正
事 業 内 容 補 正 額
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仮
称
南
下
郷
北
公
園
に
つ
い
て
。

　
　

地
元
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
の
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
。

̶

市
民
の
声
、
市
政
を
問
う̶

　
　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
実
施
し
て
い

る
方
や
ア
ダ
プ
ト
制
度
を
利
用
し
て
い
る

団
体
な
ど
に
、
も
う
少
し
財
政
的
な
支
援

を
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
が
。

　
　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
果
的
に
事

業
展
開
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　
　

婚
活
応
援
事
業
に
つ
い
て
。

　
　

企
業
・
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
婚
活
を
応
援
し
て
い
く
。

　
　

待
機
児
童
に
つ
い
て
。

　
　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、
０

人
で
あ
る
。

　
　

希
望
者
の
多
い
１
歳
に
つ
い
て
は
。

　
　

平
成
29
年
４
月
入
園
の
期
間
内
申
込

者
の
う
ち
、
２
４
２
名
か
ら
申
請
が
あ
り
、

１
７
３
名
に
内
定
通
知
を
発
送
し
た
。

　
　

原
郷
上
野
台
線
整
備
事
業
に
つ
い
て
。

　
　

事
業
費
48
億
円
、
事
業
期
間
は
８
年

を
見
込
ん
で
い
る
。

̶

内
容
は
み
え
に
く
い
が

　

よ
く
や
っ
て
い
る
協
働
推
進
部̶

　
　

協
働
推
進
部
設
立
の
目
的
と
役
割
は
。

　
　

市
民
と
行
政
が
役
割
を
認
識
し
、
担

い
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
一
例

と
し
て
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
各
種

団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
で
き
て

い
る
。
職
員
は
団
体
と
の
つ
な
が
り
等
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
動

い
て
い
く
の
が
役
割
で
あ
る
。

Q
下
郷
地
域
周
辺
の
公
園
整
備
は

A
新
た
な
緑
拠
点
の
計
画
公
園
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

加
藤
　
利
江

か
　 

と
う
　
　
　 

と
し   

え

　
　

川
本
、
岡
部
、
花
園
地
域
の
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
の
改
善
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

合
併
し
て
10
年
以
上
経
つ
が
、
和
式
ト
イ

レ
し
か
な
い
施
設
（
川
本
総
合
セ
ン
タ
ー
、

川
本
公
民
館
２
階
、
岡
部
多
目
的
セ
ン

タ
ー
）
や
、
薄
暗
く
臭
い
が
強
い
ト
イ
レ

（
岡
部
多
目
的
セ
ン
タ
ー
）、
男
女
兼
用

や
ベ
ニ
ヤ
板
一
枚
で
男
女
間
が
仕
切
ら
れ

て
い
る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

が
欠
け
て
い
る
ト
イ
レ
（
川
本
総
合
セ
ン

タ
ー
）、
洋
式
は
１
カ
所
だ
け
で
他
は
全

て
和
式
（
岡
部
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

岡
部
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
、
川
本
公

民
館
１
階
、
花
園
ト
レ
セ
ン
）、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ト
イ
レ
以
外
は
全
て
和
式
（
川
本
ト

レ
セ
ン
、
川
本
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）
と
い

う
状
況
で
、
利
用
者
か
ら
「
水
を
飲
ま
な

い
で
ト
イ
レ
を
我
慢
し
て
い
る
」
と
い
う

声
や
、
川
本
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
中
学
生
も
多
く
利
用
し
て
い
る
が
、
ト

イ
レ
を
使
用
す
る
の
を
た
め
ら
っ
て
い

る
状
況
だ
。
ま
た
、
総
合
セ
ン
タ
ー
利
用

者
（
女
性
）
は
、
設
置
し
て
あ
る
ト
イ
レ

を
使
用
し
な
い
で
、
隣
の
施
設
の
ト
イ
レ

を
使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
旧
３
町

各
施
設
の
ト
イ
レ
の
改
善
は
最
優
先
課
題

だ
。
ま
た
、
快
適
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
施
設
使
用
料
の
凍
結
を
。

　
　

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
改
修
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
施
設
の
利
用
状
況

や
適
正
配
置
の
方
針
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。
使
用

料
に
つ
い
て
は
、
公
の
施
設
の
利
用
の
対

価
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
使
用

料
を
凍
結
す
る
考
え
は
な
い
が
、
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
清
掃
や
換
気
な
ど
工

夫
し
て
い
く
。

Q
旧
３
町
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
改
善
は
最
優
先
課
題
だ

A
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く

清
水
　
修

し
　 

み
ず
　
　  

お
さ
む

　
　

使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
は
毎
月
１

回
、
指
定
日
に
収
集
し
て
い
る
。
市
民
へ

の
周
知
徹
底
は
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

現
在
ま
で
の
収
集
量
は
ど
の
く
ら
い
に
な

っ
た
の
か
。

　
　

市
民
周
知
の
手
段
と
し
て
「
ご
み
の

出
し
方
・
分
け
方
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
へ
の

記
載
や
「
使
用
済
み
小
型
家
電
周
知
用
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
広
報
や
公
民
館

だ
よ
り
へ
の
記
載
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
し
て
い
る
。
平
成
28
年
の
収
集

量
は
、
10
カ
月
で
約
２
０
０
ト
ン
。
27
年

度
実
績
は
56
ト
ン
だ
っ
た
。
市
民
周
知
が

図
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な

の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
深
谷
市
で
も
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

を
目
指
し
た
小
型
家
電
収
集(

各
種
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
回
収
箱
設
置
等
に
よ
る
）

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

大
会
組
織
委
員
会
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
前
向
き
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

̶

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
発
行
状
況
は̶

　
　

人
口
に
占
め
る
カ
ー
ド
発
行
数
と
割

合
や
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
拒
否
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
　

平
成
29
年
１
月
末
日
現
在
、
１
万
２

０
７
件
。
約
７
％
で
、
受
け
取
り
拒
否
数

は
最
終
的
に
10
件
と
な
っ
た
。

　
　

発
行
促
進
対
策
と
し
て
、
自
動
申
請

証
明
写
真
機
を
庁
内
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

以
前
検
討
し

た
が
、
ス
ペ
ー
ス

確
保
が
難
し
く
見

送
っ
た
。
今
後
の

申
請
状
況
や
他
市

町
村
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
新

庁
舎
建
設
に
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い

く
。

Q
使
用
済
み
小
型
家
電
収
集
の
状
況
を
聞
き
た
い

A
収
集
量
は
10
カ
月
で
約
２
０
０
ト
ン

中
矢
　
寿
子

な
か
　 
や
　
　 

　  

ひ
さ
　
こ

〈
一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

川本農業者トレーニングセンター

小型家電から抽出したリサイクル金属でメダルを制作します

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧 （通告順）

○加藤　利江
　①行政組織のあるべき姿について
　②ボランティア活動について
　③婚活応援事業について
　④待機児童について
　⑤北通り線整備事業
　⑥原郷上野台線整備事業について
　⑦高齢者の免許証返納について
　⑧公営の納骨堂を作る必要がある
　のでは

○清水　修
　①高齢ドライバーによる運転免許
　証の自主返納に対する市の対策に
　ついて
　②公共施設のトイレの改善につい
　て
　③指定管理者制度について

○中矢　寿子
　①使用済み小型家電収集（リサイ
　クル）について
　②マイナンバーカードについて

○佐久間　奈々
　①花園ＩＣ拠点整備プロジェクト
　について　

○鈴木　三男
　①国保制度の広域化について
　②教育環境整備について
　③水道問題について 

○清水　健一
   ①子ども・子育て支援について
　②産業振興について

○五間　くみ子
   ①高齢者施策について　　

○三田部　恒明
　①国民健康保険
　②地方創生

○茂木　一郎
　①農業振興について

○村川　徳浩（ミルクおやじ）
　①花園ＩＣ拠点整備プロジェクト
　について　

○⻆田　義徳
　①地方創生について

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

Ｑ

Ａ

ＱＱ Ａ

ＱＱ ＡＡ

Ａ ＱＡ
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国
保
の
広
域
化
制
度
で
、
深
谷
市
の

国
保
制
度
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
埼
玉
県
が
市
と
と

も
に
国
保
の
保
険
者
に
な
り
、
財
政
運
営

を
行
う
。
深
谷
市
は
県
に
国
保
事
業
費
納

付
金
を
納
め
、
県
は
保
険
給
付
の
財
源
と

し
て
全
額
、
深
谷
市
に
交
付
す
る
。

　
　

県
か
ら
示
さ
れ
た
国
保
事
業
費
納
付

金
額
と
標
準
保
険
税
率
は
ど
う
か
。

　
　

昨
年
末
に
県
か
ら
テ
ス
ト
も
兼
ね
て

粗
い
試
算
値
が
示
さ
れ
た
が
、
納
付
金
は

約
43
億
円
で
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税
額

は
、
今
の
税
額
の
1.3
倍
に
な
る
。

　
　

広
域
化
さ
れ
て
も
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

　
　

被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
る
国
保
税

収
入
の
減
少
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
で
国

保
財
政
が
厳
し
く
な
る
の
で
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

̶
学
校
の
放
射
能
汚
染
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
大
丈
夫
か̶

　
　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

汚
染
か
ら
６
年
に
な
る
が
、
市
内
の
小
中

学
校
の
汚
染
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

年
４
回
、
校
庭
と
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
っ
た
箇
所
を
測
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
全
校
基
準
値
以
内
。

̶

高
く
な
る
水
道
料
金
の

　
　
　
　
　
　
　
負
担
軽
減
を̶

　
　

下
水
道
料
金
に
続
き
水
道
料
金
も
上

が
る
が
、
負
担
軽
減
制
度
は
あ
る
の
か
。

　
　

漏
水
に
限
り
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

廃
止
し
た
水
道
施
設
の
活
用
を
。

　
　

廃
止
し
て
い
る
浄
配
水
場
は
６
カ
所

だ
が
、
老
朽
化
や
統
廃
合
で
廃
止
さ
れ
た
。

施
設
解
体
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
の
で

解
体
し
活
用
を
図
る
こ
と
は
困
難
。

Q
高
く
て
払
え
な
い
国
保
税
、
広
域
化
で
ま
た
上
が
る
の
か

A
県
か
ら
示
さ
れ
た
試
算
で
は
、
１
人
当
た
り
1.3
倍
に

鈴
木
　
三
男

す
ず    

き
　
　
　  

み
つ   

お

　
　

国
が
定
め
る
待
機
児
童
の
定
義
が
あ

い
ま
い
で
、
深
谷
市
で
は
希
望
す
る
保
育

園
に
入
れ
な
く
て
も
、
車
で
30
分
以
内
の

場
所
に
入
れ
る
園
が
あ
る
の
に
断
っ
た
場

合
は
公
的
待
機
児
童
で
は
な
く
、
私
的
待

機
と
し
て
い
る
が
、
他
市
で
は
、
自
宅
か

ら
２
キ
ロ
以
内
と
定
め
て
い
る
。
公
的
私

的
に
か
か
わ
ら
ず
、
待
機
児
童
を
無
く
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

私
的
待
機
児
童
も
含
め
、
待
機
児
童

解
消
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

　
　

市
内
公
立
保
育
園
５
園
の
入
園
率
が

85
％
と
私
立
保
育
園
の
１
０
４
％
に
比
べ
、

極
端
に
低
い
が
理
由
を
聞
き
た
い
。

　
　

臨
時
採
用
の
保
育
士
の
確
保
が
で
き

て
い
な
い
の
が
要
因
で
あ
る
。

　
　

私
立
保
育
園
で
も
、
保
育
士
不
足
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
市

主
催
で
合
同
の
保
育
士
就
職
説
明
会
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　

私
立
保
育
園
関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

保
育
士
確
保
の
た
め
、
国
県
で
は
保

育
士
宿
舎
借
上
げ
補
助
事
業
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

近
隣
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

̶

埼
玉
県
農
林
公
園
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
は̶

　
　

県
で
は
、
約
２
億
９
千
万
円
を
か
け

て
、
深
谷
市
本
田
地
内
に
あ
る
農
林
公
園

を
再
整
備
し
て
、「
食
」
と
「
農
」
の
拠

点
と
す
る
と
発
表
し
て
い
る
が
、
市
内
農

業
の
発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

　
　

再
整
備
後
に
実
施
さ
れ
る
各
種
事
業

に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い
進
め
て
い
く
。

Q
保
育
園
に
入
園
で
き
な
い
、
待
機
児
童
は
何
人
い
る
の
か

A
28
年
度
、
公
的
待
機
児
童
は
０
人
、
私
的
は
73
人
で
あ
る

清
水
　
健
一

し
　 

み
ず
　
　    

け
ん  

い
ち

　
　
議
会
で
調
停
申
し
立
て
の
議
決
を
得

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
に
何
の
報
告

も
な
く
取
り
下
げ
る
行
為
は
適
切
か
。
議

員
は
調
停
取
り
下
げ
後
、
初
め
て
「
調
停

で
合
意
を
目
指
す
方
針
」
か
ら
「
区
画
整

理
手
法
に
よ
る
方
針
」
へ
の
転
換
を
知
ら

さ
れ
た
。
市
は
重
大
な
方
針
決
定
の
際
に

は
、
議
会
へ
の
報
告
は
も
ち
ろ
ん
、
意
見

を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
法
律
上
、
調
停
取
り
下
げ
の
判
断
に

つ
い
て
は
、
議
決
を
要
す
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
取
り
下
げ
後
、

速
や
か
に
議
会
へ
報
告
し
た
こ
と
か
ら
、

適
切
な
対
応
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
開
発
手
法
で
あ
れ
ば
三

菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
が
撤
退
し
た
後
も
ほ

と
ん
ど
が
そ
の
ま
ま
の
土
地
の
面
積
で

残
っ
た
が
、
区
画
整
理
手
法
で
は
約
２
割

５
分
減
歩
さ
れ
た
土
地
と
な
る
。
減
歩
で

生
み
出
さ
れ
た
土
地
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の

周
囲
の
道
路
拡
幅
と
公
共
ゾ
ー
ン
の
事
業

用
地
に
充
て
ら
れ
る
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を

呼
び
込
む
た
め
の
区
画
整
理
で
あ
る
。
通

常
の
ま
ち
づ
く
り
の
区
画
整
理
で
は
快
適

な
住
空
間
が
享
受
で
き
る
が
、
今
回
の
区

画
整
理
で
は
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
撤
退
し

て
し
ま
え
ば
現
在
の
面
積
の
約
75
％
に
減

ら
さ
れ
た
土
地
し
か
残
ら
な
い
。
こ
の
リ

ス
ク
を
地
権
者
に
説
明
し
て
い
る
の
か
。

　
　
リ
ス
ク
と
い
う
よ
り
重
要
事
項
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
丁
寧
に
説
明
し
た

う
え
で
意
向
確
認
書
を
提
出
い
た
だ
い
た
。

Q
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
撤
退
後
の
リ
ス
ク
説
明
を
地
権
者
に
し
た
か

A
重
要
事
項
は
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る

佐
久
間
　
奈
々

さ
　  

く
　 

ま
　
　
　
　  

な
　  

な

　
　

改
正
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
実
施
主

体
が
市
町
村
と
な
っ
た
事
業
の
そ
の
後
に

つ
い
て
。
一
般
介
護
予
防
事
業
の
進
捗
は
。

　
　

県
の
モ
デ
ル
事
業
を
受
け
、
住
民
主

体
の
介
護
予
防
体
操
な
ど
を
す
る
「
通
い

の
場
」
を
３
カ
所
開
始
し
た
。

　
　

今
後
の
展
開
は
。

　
　

３
カ
所
が
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ

う
支
援
し
、
併
せ
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

　
　

職
員
の
負
担
も
増
す
中
、
運
営
が
安

定
的
・
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
、
人
員
体

制
の
強
化
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

認
知
症
施
策
推
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　

認
知
症
に
関
わ
る
支
援
体
制
と
し
て
、

平
成
28
年
12
月
よ
り
、
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」

を
配
置
し
た
。
ま
た
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

未
設
置
の
日
常
生
活
圏
域
に
も
設
置
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

生
活
支
援
体
制
の
整
備
の
進
捗
は
。

　
　

平
成
28
年
４
月
に
「
第
１
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
業
務
委
託
し
た
。
ま
た
、
11
月
に

は
第
１
層
協
議
体
「
く
ら
し
の
見
守
り
と

助
け
あ
い
会
議
」
を
設
置
し
た
。
協
議
体

は
２
回
開
催
し
、
地
域
の
課
題
共
有
を
図

っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
。

　
　

具
体
的
な
課
題
の
解
決
策
が
図
ら
れ

る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

　
　

第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
つ
い
て
は
。

　
　

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
る
。

Q
介
護
予
防
の
強
化
、
担
い
手
の
確
保
が
重
要
テ
ー
マ
だ
が

A
目
的
達
成
に
向
け
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く

五
間
　
く
み
子

ご
　 

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ

げ
ん　

ぶ

くらしの見守りと助けあい会議

旧水道施設

農林公園

ＱＱ ＡＱ

Ｑ

ＱＱＱ Ａ

ＡＡ

Ａ

ＱＱＱＱ ＡＡ

ＱＱ ＡＡ

ＡＡＱＡ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ ＱＡ Ａ
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高
齢
化
で
農
業
の
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
が
、
特
に
米
農
家
の
現
状
は
。

　
　

２
０
１
５
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
数
値

で
、
水
田
を
所
有
す
る
農
家
は
１
６
３
５

戸
で
、
そ
の
内
、
米
の
販
売
農
家
は
１
１

９
７
戸
、
そ
の
中
で
専
業
の
米
農
家
は
、

２
４
６
戸
で
あ
る
。
こ
の
５
年
で
、
水
田

を
所
有
す
る
農
家
は
５
２
８
戸
、
米
の
販

売
農
家
は
１
１
６
戸
、
専
業
農
家
は
58
戸

と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。

　
　

担
い
手
確
保
の
た
め
に
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　

新
規
就
農
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
の
希

望
を
伺
い
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
や
研
修
先

と
な
る
農
家
の
紹
介
、
青
年
就
農
給
付
金

の
給
付
な
ど
、
就
農
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。
川
本
の
畠
山
地
区
で
、
離

農
者
な
ど
の
農
地
を
規
模
拡
大
を
計
画
す

る
市
内
の
認
定
農
業
者
や
農
業
生
産
法
人
、

市
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
「
有
限
会
社
ワ

ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど
に
集
積
・
集
約

化
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
米
農
家
に
限
ら
ず
、
若
い
世
代

の
農
業
の
担
い
手
を
い
か
に
育
成
し
て
い

く
か
が
、
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　

大
規
模
な
米
農
家
は
何
戸
か
。

　
　

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
米
を
メ
ー
ン

の
農
家
が
７
軒
で
、
麦
と
米
が
19
人
、
組

合
で
５
団
体
の
合
計
31
件
で
あ
る
。

　
　

過
去
に
大
規
模
米
農
家
を
集
め
て
、

会
議
等
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

今
後
、
そ
の
よ
う
な
会
議
を
開
催
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
そ
の
予
定
は
な
い
。

Q
米
農
家
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
市
の
対
策
は

A
集
積
・
集
約
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
等
取
り
組
ん
で
い
る

茂
木
　
一
郎

も
て    

ぎ
　
　
　  

い
ち  

ろ
う

　
　
調
停
の
争
点
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　
　
調
停
の
相
手
方
の
地
権
者
か
ら
過
去

に
い
た
だ
い
た
同
意
の
確
認
と
こ
れ
か
ら

の
手
続
き
に
対
し
て
の
協
力
を
話
し
合
い

に
よ
っ
て
得
る
た
め
に
調
停
を
申
し
立
て

た
。

　
　
こ
の
調
停
は
市
が
申
立
て
を
し
て
、

取
り
下
げ
た
わ
け
だ
が
、
相
手
方
か
ら
弁

護
士
費
用
の
請
求
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
代
理
人
を
設
け
る
判
断
は
、
当
事
者

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
費
用
の
請

求
は
な
か
っ
た
。

　
　
土
地
区
画
整
理
は
、
農
業
の
継
続
を

希
望
す
る
地
権
者
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
た
い
深
谷
市
双
方
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
手
法
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市

の
見
解
は
。

　
　
土
地
区
画
整
理
の
場
合
、
お
お
む
ね

の
方
に
同
意
い
た
だ
け
れ
ば
、
各
種
調
整

を
進
め
、
工
事
に
向
け
た
総
合
的
判
断
が

で
き
る
。な
お
、地
権
者
説
明
会
等
を
経
て
、

土
地
区
画
整
理
手
法
へ
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
か
ら
多
く
の
ご
賛
同
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
も
、
１
０
０
％
の
同

意
を
目
指
し
、
辛
抱
強
く
交
渉
し
て
い
き

た
い
。

　
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
止
に
な
っ

た
場
合
、
民
間
に
よ
る
花
園
地
区
の
大
規

模
開
発
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
当
該
地
区
で
は
、
民
間
の
大
規
模
開

発
は
も
と
よ
り
、
市
が
主
体
と
な
っ
た
大

規
模
開
発
も
最
後
の
機
会
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
土
地
区
画
整
理
の
委
託
料
は
。

　
　
約
１
・
４
億
円
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
民
間
に
よ
る
花
園
地
区
の
大
規
模
開
発
の
可
能
性
は

A
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
後
の
機
会
に
な
る
と
考
え
て
い
る

村
川
　
徳
浩

ミ

ル

ク

　

お

や

じ

　
　

平
成
30
年
度
以
降
、
県
と
の
共
同
運

営
化
が
図
ら
れ
る
。
県
と
市
の
役
割
分
担

は
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

国
保
事
業
費
納
付
金
の
決
定
、
標
準
保
険

税
率
を
公
表
し
、
市
の
役
割
と
し
て
は
国

保
税
の
賦
課
・
徴
収
、
保
険
給
付
、
保
健

事
業
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　

新
制
度
で
は
、
医
療
費
適
正
化
等
の

努
力
に
対
す
る
評
価
が
加
わ
り
、
財
政
支

援
が
強
化
さ
れ
る
。
収
納
率
向
上
や
保
健

事
業
等
の
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
で
は
。

　
　

制
度
開
始
前
の
２
年
間
は
特
別
調
整

交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
。
交
付
額
が
加
算

さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
レ
セ
プ
ト
等
の

分
析
に
基
づ
く
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取
り
組

み
は
計
画
を
策
定
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

課
税
方
式
に
つ
い
て
は
４
方
式
で
あ

る
が
、
県
は
２
方
式
を
基
準
と
し
て
い
る
。

　
　

新
制
度
で
は
、
県
は
市
町
村
の
実
情

を
考
慮
し
、
強
制
は
し
な
い
と
し
て
い
る
。

30
年
以
降
の
賦
課
方
式
は
市
民
へ
の
影
響

を
十
分
精
査
し
今
後
、
検
討
す
る
。

̶

定
住
移
住
政
策
強
化
と

                  

特
設
サ
イ
ト
を̶

　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
移
住

定
住
促
進
政
策
が
遅
れ
て
い
る
。
市
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

移
住
・
定
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
総
合
戦
略
で
取
り
組
ん
で
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
で
深
谷
の
価
値
を
高
め
、

移
住
・
定
住
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
総
合
的

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
観
点
か
ら
市
の
魅

力
を
戦
略
的
に
情
報
発
信
す
る
計
画
づ
く

り
と
特
設
サ
イ
ト
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

Q
埼
玉
県
と
の
国
保
制
度
共
同
運
営
化
へ
の
進
捗
は

はの
進
捗
は

A
９
月
に
運
営
方
針
、
１
月
に
標
準
保
険
税
率
等
が
提
示
さ
れ
る

三
田
部
　
恒
明

み
　  

た
　 

べ
　
　
　
　
つ
ね  

あ
き

　
　
各
マ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
の
か
、
ま
た
分
析
結
果
を
基
に
市
と

し
て
何
か
施
策
を
打
ち
出
し
た
か
。

　
　
主
に
計
画
策
定
時
の
基
礎
調
査
等
の

デ
ー
タ
整
理
の
た
め
に
活
用
し
て
お
り
、

「
深
谷
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
策
定
に
お
い
て
、
産
業
マ
ッ

プ
や
観
光
マ
ッ
プ
の
情
報
を
参
考
に
し
た
。

　
　
職
員
ま
た
は
市
民
を
対
象
と
し
た
、

深
谷
市
版
の
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
の
範
囲
を
考
え

る
と
、
現
時
点
で
は
市
と
し
て
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。
な
お
、
地
域
経
済
の
分
析

と
い
う
点
で
基
礎
調
査
デ
ー
タ
や
政
策
の

裏
付
け
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
活
用
で
き
る

の
で
、
職
員
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
活

用
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

̶

平
成
29
年
度

            

施
政
方
針
に
つ
い
て̶

　
　
市
民
討
議
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
何

が
ど
う
変
わ
り
、
何
が
興
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
深
谷
青
年
会
議
所
が
事
務
局
と
な
り
、

埼
玉
工
業
大
学
や
市
民
団
体
等
も
交
え
た

実
行
委
員
会
方
式
を
と
る
こ
と
で
、
市
民

や
市
も
含
め
対
等
な
立
場
で
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

今
回
の
取
り
組
み
は
、
理
想
的
な
形
で
市

民
協
働
が
進
め
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
市
民
討
議
会
を
通
じ
て
、

様
々
な
か
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
主
体
的

に
関
わ
る
機
運
が
高
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

Q
職
員
が
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
活
用
す
べ
き
で
は

A
利
用
方
法
等
、
庁
内
掲
示
板
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

⻆
田
　
義
徳

つ
の   
だ
　
　
　   

よ
し  

の
り

ＲＥＳＡＳポータルサイト

生活
習慣病

がん
23.5%

精神
16.7%

筋・骨格
14.0%

慢性腎不全
（透析含む）
11.0%

高血圧症
10.8%

糖尿病
10.3%

脂質異常症
5.1%

その他
8.6%

▼深谷市の医療費の割合（平成27年度）

リ
ー
サ
ス

ＱＱＱ Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＱＱ Ａ

ＱＡ

Ａ

ＱＡ

ＱＱ ＱＡＡＡ

Ａ

ＱＱ ＡＡ

Ａ Ａ



１２１3

優
れ
て
い
る
点

・
余
白
を
生
か
し
た
レ
イ

ア
ウ
ト
が
効
果
的
で
あ
る
。

・
条
例
改
正
等
の
議
事
公

開
は
、
高
水
準
で
あ
る
。

検
討
し
た
い
点

・
見
開
き
に
概
要
と
あ
ら

ま
し
を
示
す
大
見
出
し
と

リ
ー
ド
文
が
な
い
。

　

広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明
氏
か
ら
、
議
会
だ

よ
り
第
44
号
が
、
次
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

幡
羅
遺
跡
の
保
存
に
つ
い
て

　

深
谷
市
東
方
お
よ
び
熊
谷
市
西
別
府

に
所
在
す
る
幡
羅
・
西
別
府
官
衙
遺
産

群
は
古
代
郡
役
所
跡
と
し
て
高
い
評
価

が
さ
れ
て
お
り
、
国
史
跡
と
し
て
保
存

す
べ
き
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、
保
存
が

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
個
別
単
独
開
発
か
ら
土

地
区
画
整
理
に
手
法
変
更
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
道
路
や

公
園
、
緑
地
又
は
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
地
権
者
か
ら

少
し
ず
つ
土
地
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
市
は
原
則
、
地
権
者
全
員
と
賃
貸
借
契
約
を
結
び
ま

す
。
現
時
点
で
は
収
支
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
せ
る
段

階
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

保
存
の
方
針

　

地
権
者
の
同
意
を
得
て
、
熊
谷
市
と

連
携
し
国
の
史
跡
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

指
定
計
画
範
囲
は
、
約
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
将
来
的
に
は
公
有
化
を
目
指

し
て
い
く
考
え
で
す
。

　深谷市・栃木県野木町・茨城県古河市の 2市 1町で、ホフマン輪窯を核とし
た関連文化財群の「日本遺産」への認定を 2月 2日付で文化庁に申請しました。

　煉瓦を生産したホフマン輪窯を含む日本煉瓦製造株式会社の旧煉瓦製造施設、
誠之堂、深谷宿に建てられた常夜燈、煉瓦工場と深谷駅を結ぶ専用鉄道跡と福
川鉄橋、深谷市街に残る煉瓦建造物群です。

ホフマン輪窯を核とした関連文化財の日本遺産への認定申請について

　ホフマン輪窯は全国に 4基しかなく、そのうち栃木県野木町
は、重要文化財に指定されている 2基のホフマン輪窯を所有す
る自治体であり、これまでも、連携して日本遺産申請を目指し
てきました。また、茨城県古河市と野木町は歴史的関係が深い
ことから、この度、2市 1町での申請となりました。

申請の経緯 常夜燈

誠之堂

煉瓦の薫る宿場町～煉瓦窯と日光街道古河宿野木宿・中山道深谷宿～

請
願
第
14
号
（
不
採
択
）

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
」
の
復
活
を
求
め
る

請
願

埼
玉
県
農
民
運
動
連
合
会

会
長　
　

立
石　

昌
義

請
願
の
審
査
結
果

た
て  

い
し          

ま
さ  

よ
し

深
谷
市
行
政
監
察
員

吉
田　

俊
輔

深
谷
市
固
定
資
産
評
価
員

吉
場　

厚
仁

深
谷
市
公
平
委
員
会
委
員

開
山　

憲
一

深
谷
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

髙
野　

誠
一

深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

吉
井　

惠
美
子

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ

い
て
は
敬
称
略

人
事
案
件

よ
し　

だ

し
ゅ
ん
す
け

よ
し　

ば

あ
つ  

ひ
と

か
い  

や
ま

け
ん
い
ち

た
か    

の

せ
い
い
ち

よ
し   

い

え　

  

み     

こ

議会のうごき
1月 2月 3月

6（金）
8（日）

20（金）

26（木）

深谷商工会議所新春賀詞交歓会
深谷市成人式

ふかや市商工会新春賀詞交歓会

議員全員協議会

6（月）

8（水）

15（水）
22（水）

27（月）

深和会行政視察　～８日
鹿児島県西之表市ほか
・地域おこし協力隊の活動
・ふるさと納税
深政クラブ・深成会行政視察
～８日
徳島県三好市ほか
・サテライトオフィス
・四万十ドラマ
・ゆずの村のまちづくり
深谷同志会行政視察　～１０日
沖縄県宮古島市ほか
・エコアイランド宮古島計画
・金融ＩＴ国際みらい都市
・戦争の遺産
議会運営委員会、議員全員協議会
議会開会、議案説明、
議員全員協議会
議案質疑

１（水）
２（木）
３（金）
６（月）
７（火）
１０（金）
１３（月）
１６（木）
１７（金）

２３（木）
２４（金）

２９（水）

総務委員会
福祉文教委員会
産業建設委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
一般質問
一般質問
中学校卒業式
議会閉会、議員全員協議会、
新庁舎建設特別委員会
小学校卒業式
深谷同志会行政視察　～２５日
富山県小矢部市ほか
・おやべ型産業観光
・三井アウトレットパーク北陸小矢部
・自治体財政マスター講座
深政クラブ・深成会行政視察
～３０日
石川県白山市ほか
・Ｂ́ ｓ・行善寺
・ｓｈａｒｅ金沢

行事内容 行事内容 行事内容

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
し   

の   

ま
さ 

あ
き

は　

ら

市
議
会
だ
よ
り
が
雑
誌

　
　
　
　
　
『
地
方
議
会
人
』
に
掲
載

　

今
回
の
評
価
を
受
け
、
さ
ら
に
読
み
や
す
く
親
し

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
権
者
意
向
確
認

土
地
区
画
整
理
で
の
推
進
を
決
定

各
種
法
定
手
続
き

事
前
調
整

都市計画決定

事業計画決定

換地手続き

工
事

施
設
開
業

地権者調整を行いながら
事業を進める

土地区画整理の流れ 議員全員協議会議員全員協議会
市から議会へ次のような報告がありました。

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
Ｃ
Ｄ
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７
３̶

６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

深谷市の構成文化財



学校応援団の取り組み
「学校応援団」 とは、 保護者や地域住民がボランティアとして学習
活動や環境整備など、 協力 ・ 支援を行う活動組織です。

『
学
校
応
援
団
は
、

　
  

学
校
ブ
ラ
ン
ド
化
の
立
役
者
』

藤
沢
小
学
校

　

本
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標

の
具
現
化
・
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

学
校
ブ
ラ
ン
ド
化
計
画
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

　

中
で
も
学
校
応
援
団
は
、
児

童
の
学
習
支
援
、
学
校
環
境
整

備
、
安
全
確
保
へ
の
支
援
・
協

力
を
通
し
て
教
育
活
動
及
び
教

育
環
境
の
整
備
の
一
役
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、
地
域
の
ユ
リ
栽
培
や
歴
史

学
習
、
伝
統
文
化
を
体
験
す
る

活
動
と
し
て
は
、茶
道
、和
太
鼓
、

陶
芸
、
石
投
げ
踊
り
等
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ふかや市議会だよりは№43から全面フルカラー化されましたが、今回

№46から紙質を変更し、色彩が鮮明でより綺麗になりました。

　私も委員に選任され早２年が経過しました。正副委員長はじめ編集委

員会メンバー同士の熱い議論の結果、ここまで変化を重ねながら進んで

来られたと認識しております。

　今後も先進事例などを参考にしながら、できるだけ読者の皆さまに手

に取っていただき、読んでもらえるような紙面づくりに挑戦いたします。

⻆田義徳

　深谷グリーンパークでは春の桜、チューリッ

プ、夏のユリ、秋のコスモスと四季折々の花が

咲き誇ります。特に人気のチューリップは、毎年

種類を変更しており、行くたびに微妙に変わる

色合いや風景を楽しむことが出来ます。

編集後記

編 集 委 員 会

６月定例会のお知らせ

議会の生中継・録画配信

［委 員 長］
［ 委 員 ］

［副委員長］
茂木　一郎
石川　克正

五間くみ子
為谷　　剛
中矢　寿子

村川　徳浩
⻆田　義徳
鈴木　三男

ミルク　　おやじ

http://www.fukaya-city.stream.jfit.co.jp
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日 月 火 水 木 金 土
1

（開会）
議案説明

予備日 予備日
福祉文教
委員会議案質疑

一般質問

一般質問 採決（閉会）一般質問

総務委員会
産業建設
委員会

2 3

4 5 6 7 8 9 10
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18 19 20 21 22 23 24

地
域
の
歴
史
学
習

地
域
の
石
投
げ
踊
り
の
伝
承

今号の表紙は

パティオのチューリップ

ふ
か や
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